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一、Aさんは、先日、甲銀行と乙銀行の二つの銀行で普通預金口座を作ったが、銀行窓口の対応は以下のように分かれた。

甲銀行：預金口座開設に際して、「1円でもいいから入金していただくことになっています」と窓口の人に言われ、10円入金して口座を作った。

乙銀行：｢0円でも口座開設はできます｣と窓口の人に言われたので、現金のやり取りなしに口座を作った。

甲銀行・乙銀行の対応が違うのはどのような理由か、説明せよ。

二、友人同士である甲と乙はアパートの一室をシェアするルームメイトである。
電話代は甲の口座から引き落とし、水道光熱費は乙の口座から引き落とし、食費、消耗品費等はそれぞれが必要に応じて立て替えている。

甲･乙は、毎月末にこれらの経費について計算し、差額を清算している。

１．この計算･清算において、どのような法律構成が考えられるか？

また、法律構成によってどのような違いが生じるか？

２．甲はエステティシャン、乙はネイリストで、このアパートで共同でエステサロンを経営している場合はどうなるか？
三、両親を早くに亡くし、親代わりの伯父の経営する醤油会社に勤める徳男は、飲食店で接客業をする初子と結婚の約束をしていたが、徳男の働きぶりを気に入った伯父が娘と結婚させようと徳男に断りなく話を進め、持参金100万円を徳男の銀行預金口座に振り込んだ。これを知った徳男は、従妹と結婚する意思はないことを伯父に伝えるとともに、100万円をすぐに返そうとしたが、そこに親友である九郎が、「どうしても明日の手形が落ちそうもない。明後日には取引先から入金があるから、2日だけ100万円を貸してほしい」と依頼してきた。親友の窮状を見かねた徳男は持参金の100万円を口座から引き出し、九郎に交付したが、友達同士なので書面等は作らなかった。2日後、徳男は九郎に返済を求めたが、九郎は｢お前から金など借りた覚えはない。言いがかりをつけるな。｣といって金を返そうとしない。この場合の、徳男、九郎、伯父の法律関係を述べよ。
